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ダウンロードして頂き有難うございます。 
 
・試しにFunLOGを使ってみようと思う方は、お使いの 
 PCにAccessがインストールされているかを確認して 
 ください。 
Accessがインストールされていない場合は、Microsoft Access Runtime（無償）をダウンロード 
してインストールすれば、FunLOGを動かすことができます 。（Access Runtimeは、Accessの 
プログラムを使用するだけのソフトです） 

 
・初期設定だけ行えばすべての機能を使えます。 
 
・FunLOGは無線業務日誌として必要な機能は盛り込ま 
 れています。 
 
※FunLOGの使用により生じた損失については、作者（草薙の甚六）はその一切の責任を 
負いませんのでご承知おきください。 

１．はじめに 



２．FunLOGについて 

FunLOGは、OfficeのAccess 2010でプログラムを開発し 
ました。 
 
出力機能として、QSLカード印刷、ADIF出力が可能です。 
 
DXCCエンティティおよびJCC/JCG一覧のテーブルを持ってい
るので、自動入力が出来ます。 
 

交信情報をデータシートビューで開くことで、簡単な条件で
データを抽出できます。 
 
Accessは、データーベースを管理するのにはとても良いソ
フトです。今後さらに機能を充実させる予定です。 
 



３．入力フォーム（１） 
①「Searchボタン」でDXCCのエンティティを
自動入力することが出来ます。 
 
②「NOWボタン」でJSTおよびUTCを自動入
力することが出来ます。 
 

③Codeはキー入力の際、あいまい検索が
出来ます。（例 「18」 → 静岡県内のすべ
てのJCC／JCGコードがヒットします） 
 

④ローマ字（市／郡／区）はキー入力の際、
あいまい検索が出来ます。（例 「shizu」 
→ 「Shizunai」「Shizuoka」の２件がヒットし
ます） 
 
⑤QTHはキー入力の際、あいまい検索が
出来ます。（例 「静」 → 静岡県内のすべ
ての市／区／郡がヒットします） 
（参考）③、④、⑤は何れかを入力すれば、
連動して３つのフィールドが自動的に入力
されます。 

① 

② 

③ ④ ⑤ 



３．入力フォーム（２） 

⑥「ENTITYボタン」はLOG入力された記録か

ら何エンティティ交信出来たかを一覧表示
して確認できます。 
 
⑦「LOGリストボタン」は、テーブルに保管さ

れている交信情報をデータシートビューで
開き、簡単な条件でデータを抽出できます。 
付録（２）参照 
 
⑧「ADIF出力ボタン」はLOG情報をADIF
フォーマットに変換して出力します。（eQSL
へのアップロード等に利用出来ます） 
 
⑨「QSLカードボタン」はLOG情報からQSL
カードを印刷します。 

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 



４．設定の方法（１） 

「設定」ボタンをクリックすると、設定画面が
表示されます。 
 

設定画面では、入力フォームのヘッダーに
表示させる情報とQSLカードへの記載情報
（My コールサイン、固定／移動エリア、My 
JCC／JCGコード、My QTH My 都道府県、
My カントリー、OP NAME、e-mail address、
Web address）を登録します。 
 
※空欄にすれば非表示になります。 
 



４．設定の方法（２） 

「周波数の登録」、「モードの登録」、「リ
グの登録」、「アンテナ」の登録」ボタン
をクリックすると、それぞれの登録画面
が表示されます。 
 

この登録画面では、入力フォームにあ
る入力欄 Frequency、Mode、MY RIG、
MY ANTのリストボックスに入るデータを
登録します。 



４．設定の方法（３） 

周波数の登録画面では、入力フォームのリ
ストボックスに表示させたい周波数（バンド）
にチェック（レ点）を入れます。 
 
入力後は「完了」ボタンをクリックします。 



４．設定の方法（４） 

モードの登録画面では、入力フォームのリ
ストボックスに表示させたいモードにチェッ
ク（レ点）を入れます。 
 
入力後は「完了」ボタンをクリックします。 
 



４．設定の方法（５） 

RIGの登録画面では、入力フォームのリ

ストボックスに表示させたい、所有してい
る無線機の名称を入力します。 
 

表示をやめたい無線機名称は「削除」ボ
タンで消去できます。 
 
入力後は「完了」ボタンをクリックします。 
 



４．設定の方法（６） 

アンテナの登録画面では、入力フォームの
リストボックスに表示させたいアンテナ名
称を入力します。 
 

表示をやめたいアンテナ名称は「削除」ボ
タンで消去できます。 
入力後は「完了」ボタンをクリックします。 
 



４．設定の方法（７） 

設定画面での登録が終わったら「完了」ボ
タンをクリックします。 



５．入力の方法（１） 

「Callsign」に相手局のコールサインを入力
して[Enter]キーを押下します。 
 
過去に交信の記録がない場合は<1st 
QSO>のダイアログが表示されます。 
 
交信記録がある場合は、LOGリスト画面が
表示されます。 
 
LOGリスト画面の「貼り付け」ボタンをクリッ
クすると、[Code]、[ローマ字(市/郡/区)、
[QTH]、[名前]が、LOG入力フォームに自動
入力されます。 



５．入力の方法（２） 

「Entity」右側の「Searchボタン」をクリックし
ます。ENTITYリスト画面が表示されるので、
確認後貼り付けボタンをクリックします。 
 

複数表示される場合は、選択したい行の
左側にある  マークをクリックして、貼り付
けボタンをクリックします。 
 
「Entity」は直接キー入力も可能ですが、入

力する文字列が異なると、別エンティティと
認識されるので注意が必要です。 



５．入力の方法（３） 

「Now」ボタンをクリックすると。現在の日時
が、JSTとUTCの両方が自動に入力されま
す。 
 
JSTはキー入力も可能です。（キー入力した
場合も、UTCは自動で入ります） 



５．入力の方法（４） 

「Code」に相手局のJCC/JCGコードを入力し

ます。コードを全ケタ入力しなくても、途中
で[Enter]を押下、または「Search」ボタンを
クリックすると候補が表示されます。 
 
（例）180と入力すると
1801,180101,180102,180103……のように
候補が表示されます。 
 
候補の中から該当するJCC/JCGを選び、
JCC/JCGリスト画面の左にある  マークを

移動させて「貼り付け」ボタンをクリックしま
す。 
 
「ローマ字（市/郡/区）」、「QTH」においても
同様に途中入力で候補が表示されます。 



５．入力の方法（５） 

「Frequency[MHz]」、「Mode」、「MY RIG」、
「MY ANT」はリストボックスより選択します。 



５．入力の方法（６） 

入力が終わったら「データ更新」ボタンを
クリックします。 
 

レコード（ページ）を移動するのには、左
下にあるレコードの移動ボタン（小さい三
角）をクリックします。 
 

先頭レコード、前のレコード、次のレコー
ド、最終レコード、新しい（空の）レコード 
の順にボタンが並んでいます。 



６．ＱＳＬカードの出力（１） 

①QSLカードのラジオボタンを「出力する」
にチェックします。（LOG入力フォームにお
いてカード出力したいページを複数チェッ
クできます） 
 
②「QSLカード」ボタンをクリックします。 
 
③「QSLカードを出力します。」というメッ
セージが表示されたら「はい」ボタンをク
リックします。 

③ 

② 

① 



６．ＱＳＬカードの出力（２） 

「レコードを更新しますか？」というメッ
セージが表示されたら「はい」ボタンをク
リックします。 



６．ＱＳＬカードの出力（３） 

プリビュー画面が表示されます。 
 

プリンターの用紙サイズは、はがきサイズ 
印刷の向きは、横 に設定します。 
 
入力フォームでQSLカードラジオボタン「出

力する」を複数チェックした場合は、チェッ
クした枚数が印刷されます。 
 
印刷が終了すると、入力フォームのQSL

カードラジオボタンは「出力しない」に自動
的に切り替わります。 



７．ＡＤＩＦの出力（１） 

①ADIF出力のラジオボタンを「出力する」に
チェックします。（LOG入力フォームにおいて

カード出力したいページを複数チェックでき
ます） 
 
②「ADIF出力」ボタンをクリックします。 
 

③「ADIF出力します。」というメッセージが表
示されたら「はい」ボタンをクリックします。 ① 

② 

③ 



７．ＡＤＩＦの出力（２） 

「レコードを更新しますか？」 
 

というメッセージが表示されたら「はい」ボタ
ンをクリックします。 



７．ＡＤＩＦの出力（３） 

「出力しました。」というメッセージが表示さ
れたら「はい」ボタンをクリックします。 
 
ADIFが出力されると、入力フォームのADIF

出力ラジオボタンは「出力しない」に自動的
に切り替わります。 



７．ＡＤＩＦの出力（４） 

出力されたADIFは[ADIF.txt]というファイル名で、C:¥ＦｕｎＬＯＧ に保存されます。 
メモ帳で開いてデータを確認できます。 
 
フォルダの場所については、「インストールの方法」の項目で説明します。 



８．インストールの方法（１） 

１．ダウンロードしたファイル「FunLOG_v3_0.zip」はｚｉｐ 
  形式の圧縮ファイルなので適当なフォルダで解凍 
  してください。 
 
  FunLOG_v3_0.zip → FunLOG（解凍後） 

解凍すると 
FunLOG   →フォルダ 
１つのフォルダが出来ます。 
 
FunLOG フォルダの中は 
Imgs   →フォルダ 
FunLOG_data.accdb  →データ 
FunLOG_v3_0.accde  →プログラム 
１つのフォルダと２つのファイルがあるので確認
してください。 



８．インストールの方法（２） 

２．解凍後のFunLOGフォルダを 
  Cドライブの直下に移動またはコピーします。   
 
  エクスプローラ等で C:¥FunLOG フォルダとその下 
  に以下のサブフォルダとファイルが存在することを 
  確認してください。 
 
  C:¥FunLOG¥Imgs   →サブフォルダ 
                           ¥FunLOG_data.accdb  →データ 
                           ¥FunLOG_v3_0.accde  →プログラム 
 
※プログラムファイル FunLOG_V3_0.accdeは、好みのドライブ・フォルダに移動しても 
 起動可能です。データファイル FunLOG_data.accdbは移動すると正常に起動出来ません。 



８．インストールの方法（３） 

３．起動方法 
  FunLOG_v3_0.accde をダブルクリックして起動。 
 
  下記のような通知が表示される場合があります。 
  内容を読んで「開く」ボタンをクリックしてください。 



９．付録（１） 

１．サブフォルダimgsに格納されているファイルは 
  ＱＳＬカードに印刷される画像ファイルです。 
   gazo.jpg   → 幅320px 高さ500px 
   hanko.png   → 幅100px 高さ100px 
 
好みの画像に差し替えてください。（サイズは目安です） 
※好みの画像のファイル名は、[gazo.jpg]、[hanko.png]としてimgsフォルダに置きます。 
 ファイル名の変更はできません。 
 

２．バージョンアップ方法 
  最新バージョンがリリースされたら、プログラムファイル 
  FunLOG_v＊_＊.accde のみを差しえるだけです。 
  データファイル FunLOG_data.accdb は定期的に 
  バックアップを行い大切に保管してください。                
                               



９．付録（２） 

「ＬＯＧリスト」ボタンで表示されるデータシートビューで指定 
したデータを抽出する方法。（抽出はACCESSではフィルタとい
います） 

① 

② 

■方法１ 

抽出したいデータ上で右クリックし
表示されるメニューから実行。 
 
（例） 

①コールサインのフィールドで
JR2IUBを右クリック。 

②表示されたメニューか
ら”JR2IUB”に等しいをクリック。 
 



９．付録（３） 

“JR2IUBに等しい”を実行した画面です。 
コールサインが「JR2IUB」のみ表示されました。 

◇フィルタの解除 

もう一度右クリックして表示されるメ
ニューから、「コールサインのフィルタを
クリア」をクリック。 
 

※データシートビューを閉じても解除さ
れます。 



９．付録（４） 

「昇順で並べ替え」または「降順で並べ替え」を実行した場
合のフィルタ解除は、データシートビューを閉じることで解
除できる。 
                                ＥＮＤ 

■方法２ 

フィールドのメニューから
実行。 
 
（例） 

①フィールドの  マーク
をクリックして表示される
メニューからフィルタを選
ぶ、または文字列を入力
して実行する。 

① 


